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ごあいさつ

平素よりＪＡ事業に対し特段のご理解と多大なるご協力をいただき深く感謝

申し上げます。 

さて、昨今の世界情勢においては、イギリスのＥＵ脱退やアメリカがＴＰＰ

から離脱して保護貿易主義へ転換する姿勢をみせるなど、目まぐるしく変化し

ています。 

また、日本経済では、マイナス金利政策等による厳しい経営環境にあるなか、

農業の担い手不足や正組合員の減少など少子高齢化の急激な進行と、これに合

わせた准組合員の増加によるＪＡ利用形態の変化は、ＪＡ運営に深刻な影響を

与えるものであります。 

将来のＪＡの姿を見据えた場合、農協改革の実行を確実なものにするための

経営基盤強化は不可欠なものとして、喫緊に対応を図る必要があります。 

これからも地域のＪＡとして変わらぬ組合員サービスを図り、農業所得増大

を推し進めていくために、このたびＪＡ北群渋川と合併について研究を開始い

たします。 

農業、農村及びＪＡを取り巻く環境は、改正農協法の施行や新たな農業改革

の指針となる農業競争力強化プログラムの決定など、まさに大きな変革期を迎

えようとしています。 

このような情勢の下、平成２９年度は第７次中期３ケ年計画の中間年度であ

り、ＪＡ自己改革を着実に実践し、組合員や地域住民に期待され、また必要と

される組織となるよう全力で取り組んでまいります。 

今後は更に厳しい経営環境が続くと思われますが、法令等を遵守し更なる経

営の健全性・透明性の確保に向け、役職員一丸となって積極的な事業展開を実

践してまいりますので、組合員の皆様には、なお一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。 

                                    

                    赤城橘農業協同組合         

                    代表理事組合長 角田俊壽 

 


